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 本論文は、放射線の強度分布を可視化することで、医療や非破壊検査など多くの有

用な応用に用いられる、マルチチャネル放射線計測において、専用集積回路（ASIC）

の適用を前提として、各チャネルに入射する放射線のエネルギー情報の取得を単純な

回路で構築することのできる、時間幅信号処理法について研究を行ったものである。 

申請者の博士論文は、全部で 6章からなる。第 1章は序論であり、従来の放射線イメ

ージングがピクセル数の増加に伴い困難となってきており、特にエネルギー情報を得

るためには、回路規模の大きなアナログディジタル変換器を搭載する必要があり、こ

の解決のために、時間幅信号処理の研究を行ったものであることが述べられている。

第２章は、時間幅信号処理と波高値信号処理を比較し、特に Time over Threshold法

など回路規模を小さく抑えつつも、高い性能が得られるシステムが構築できるが、本

論文で初めて ASICとして実装し、その性能を立証する dynamic Time over 

Threshold(dToT)法についても簡単に触れられている。第 3章は、ディスクリート素子

を用いて、Dynamic Time over Threshold法の原理検証を行ったものである。第 4章は、

アバランシェフォトダイオード（APD）アレイ用に設計製作された 8チャネル dToT法

によるプロトタイプ ASICについて述べられたものであり、設計・試作まで行い、実際

にシンチレータと APDを組み合わせて、動作に成功し、ガンマ線を用いて試験を行っ

た結果、良好な分解能が得られることを示している。第 5章は第 4章のプロトタイプ

ASICの試作結果を受けて、雑音レベルや直線性や雑音更に改良を施し、コンプトンカ

メラ用の ASICについて述べたものである。ここでは更に最適化が容易になる ASICの

新しい設計手法を提示しており、64チャネルの低消費電力 ASICの設計に成功し、シミ

ュレーションで良好な結果が得られることを示した。第 6章は結論であり、本研究全

体を総括するとともに、電圧軸を用いた縦方向の計測から時間軸を用いた横方向の計

測への方向性を示したものであると結論している。審査においては、ダイナミック ToT

法の原理上の優位点、設計に用いたシミュレーションモデルの妥当性、回路上の工夫、

線形性が生じる原理、設計製作した回路の計数率特性、新規 ASICの優位性と応用可能

性等に関する試問を通して、論文の新規性・有用性・学術的価値・完成度に関する確

認がなされた。 

 よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


